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論文審査結果の要旨
本論文は、ディスコース・マーカーが新しい用法を獲得する際に、フェイス・ワークがその駆動
力となることを、若者言葉をデータとして実証したものである。
フェイスとはいわゆる「顔」「面子」のことであるが、社会言語学や語用論の分野では、人は誰
しも「認められたい、嫌われたくない」というポジティブ・フェイスと、「行動を制約されたくな
い、一人でいたい」というネガティブ・フェイスの二つを持つとされる。このようなフェイスを保
持する行為をフェイス・ワークと呼ぶ。
一方ディスコース・マーカーとは、順接・逆接、話題転換、発話権表示など、談話の流れや語用
論的推論の方向を示す語嚢を言う。本論文では、「なんか」「ていうか」「みたいな」「じゃん」「と
か」が取り上げられている。
この論文の特長は第一に、10代後半の若者による生の自然な言語データを大量に収集したことに
ある。文字化されたデータには、全国から集まった男女の発話が収められており、今後の会話研究
にとっても貴重なデータベースとなろう。
第二の特長は、さまざまな品詞に由来するディスコース・マーカーが、どのようにして従来の規
範的用法から、対人調節機能や感情表出機能を持つに至ったかが自然に、説得力を持って記述され
ている点である。
第三の特長は、先行研究において「ばかし表現」「ソフト化」などと呼ばれてきた現象を、フェ
イス・ワークという大きな理論体系の中に組み込んで説明することに成功している点である。
フェイス・ワークに関しては、これまで聞き手のフェイス保持の研究に特化したポライトネス理
論が発展を見せているが、ディスコース・マーカーの用法拡張には、聞き手のフェイスに対する配
慮はもちろん、話し手のフェイス保持をも考慮に入れることが非常に重要であることを具体的かつ
詳柵に示しており、この分野における理論的貢献は大きい。
語義拡張の説明に補助的に用いられた仮説に、必ずしも最近の理論が反映されているとは言えな
い点、若干の飛躍やあいまいな記述が散見されることは残念であるが、本論文の価値を損なうとま
では言えない。
－96－
幅広いデータの手がたい分析であると同時に、理論とデータの双方に興味深い新知見が多く、そ
の成果は論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示す
ものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。
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